
よいしょ！　よいしょ！　もちつき、よいしょ！
12月3日、もりやまこども園でもちつき会が行われました。
炊き立てのつやつやのもち米に「いいにおい」とわくわくする園児たち。
重い杵を力一杯振り下ろすたびに、
「よいしょ！よいしょ！」と元気な掛け声があがっていました。
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新
し
い
五
城
目
を
追
求

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
政
に
対

す
る
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
国
内
に
お
い
て
局
地
的
な
豪
雨
な
ど

の
土
砂
災
害
や
台
風
な
ど
で
広
範
囲
で
被
害
を
も

た
ら
し
、
天
候
不
順
に
悩
ま
さ
れ
た
１
年
で
あ
り

ま
し
た
。

消
防
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
本
体
工
事
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
、
工
事
も
順
調
に
推
移
し
て
お

り
、
町
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
文
化
祭
「
全
国
朝
市
サ
ミ
ッ
ト
２
０

１
４
in
五
城
目
」
で
は
、
２
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
朝
市
通
り
や
朝
市
ふ
れ
あ
い
館
な
ど
で
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
か
ら
ご
来
場
い
た

だ
き
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
朝
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
朝
市
の
一
層

の
振
興
と
観
光
振
興
、
さ
ら
に
は
地
域
の
賑
わ
い
づ

く
り
の
創
出
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
１
３
８
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
大
川
小
学

校
は
、
学
校
関
係
者
や
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
に
よ

り
閉
校
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
閉
校
式
で
は
多

く
の
皆
さ
ん
が
学
校
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
た
教
育
を
、
本

町
教
育
の
指
標
と
し
、
研
鑽
を
積
み
重
ね
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
町
総
合
発
展
計
画
に
基
づ
き
所

要
の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
る
も
の
と
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

迎
え
た
平
成
27
年
は
、
五
カ
町
村
合
併
に
よ
る

新
五
城
目
町
が
誕
生
し
て
60
周
年
と
な
る
節
目
の

年
を
迎
え
ま
す
。
地
方
を
取
り
巻
く
情
勢
が
一
段

と
厳
し
さ
を
増
す
中
、
新
し
い
発
想
で
地
域
の
資

源
を
活
用
し
、「
新
し
い
五
城
目
」
を
追
及
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、「
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム

五
城
目
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
今
春
完
成
す
る
屋
内
温

水
プ
ー
ル
を
活
用
し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体

力
づ
く
り
を
進
め
て
参
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
も
引
き
続
き
取
り
組

み
、
地
域
活
性
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
だ
れ
も
が
健
康

で
元
気
に
長
生
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
充
実
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町
民
と
行
政
と

の
協
働
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
、
少
子
高

齢
化
や
教
育
・
産
業
経
済
の
振
興
、
福
祉
の
充
実

な
ど
多
く
の
課
題
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
迎
え
た
未
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
町
政
に
対
す
る
一
層
の
ご
参
加
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

五
城
目
町
長
　
渡
　邉
　彦
兵
衛

わ
た
く
し
た
ち
は
郷
土
を
愛
し
五
城
目
町
民
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
歴
史
と
伝
統
を
う

け
つ
ぎ
創
造
性
ゆ
た
か
な
町
を
つ
く
る
願
い
を

こ
め
て
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
自
然
と
親
し
み
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
た
が
い
に
助
け
あ
い

思
い
や
り
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
教
育
を
進
め

文
化
の
香
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
元
気
で
働
き

活
力
に
満
ち
た
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
き
ま
り
を
守
り
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す



町
内
会
の
地
域
づ
く
り
の
相
談

窓
口
と
し
て
、
県
が
主
体
と
な
り
、

10
月
１
日
に
、
全
県
の
市
町
村
、

県
関
係
機
関
89
か
所
に
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
課
に

窓
口
を
設
置
し
、
町
内
会
長
を
通

じ
て
活
動
事
例
な
ど
の
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。

灯
油
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て

お
り
、
町
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
も
引
き
続
き
低
所
得
者
世
帯
に

今
冬
の
灯
油
購
入
費
の
一
部
を
助

成
し
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

26
年
産
米
の
概
算
金
が
大
幅
に

下
落
し
た
こ
と
に
伴
い
、
減
収
が

見
込
ま
れ
る
農
業
者
の
方
々
の
今

後
の
営
農
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

県
で
は
無
利
子
融
資
に
よ
る
対
策

基
金
を
設
立
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
町
で
も
、
借

入
者
が
債
務
保
証
を
受
け
る
た
め

の
保
証
料
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

10
月
11
日
、
12
日
に
国
民
文
化

祭
「
全
国
朝
市
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１

４
in
五
城
目
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
優
の
浅
利
香
津
代
さ
ん
に
よ

る
基
調
講
演
、
全
国
朝
市
サ
ミ
ッ

ト
協
議
会
代
表
者
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
全
国
朝
市
サ
ミ
ッ
ト
協

議
会
交
流
会
な
ど
は
、
大
変
、
意

義
深
い
も
の
が
あ
り
、
今
後
の
朝

市
振
興
に
資
す
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
朝
市
振
興
へ
の
反
映
に

つ
い
て
は
、
こ
の
後
、
開
催
さ
れ

ま
す
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
解

散
総
会
で
の
ご
意
見
や
朝
市
振
興

委
員
会
の
ご
意
見
を
集
約
し
、「
全

国
朝
市
サ
ミ
ッ
ト
」
の
成
果
を
朝

市
振
興
及
び
地
域
の
賑
わ
い
づ
く

り
、
さ
ら
に
は
地
域
産
業
・
観
光

産
業
へ
の
効
果
波
及
に
生
か
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
か
ら
の
４
年
間
は

連
続
し
て
降
雪
量
が
多
く
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
除
雪
に
対
す
る

要
望
も
多
様
化
し
、
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
要
望
へ
の
対
応
の
可
否

や
、
除
雪
の
効
率
化
、
質
の
向
上

を
目
的
に
、
10
月
20
日
に
全
町
の

町
内
会
長
と
除
雪
業
者
に
出
席
を

呼
び
か
け
た
除
雪
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
町
か
ら
は
最
近
の
降
雪

や
除
雪
経
費
の
状
況
、
除
雪
予
定

業
者
の
紹
介
、
担
当
区
域
、
除
雪

体
制
の
現
状
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。ま

た
、
町
内
会
長
か
ら
は
、
具

体
的
な
要
望
や
苦
情
、
あ
る
い
は

地
域
の
特
殊
事
情
な
ど
を
話
し
て

い
た
だ
き
、
町
・
町
内
会
・
除
雪

業
者
の
三
者
で
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を

出
し
合
い
、
対
応
可
能
な
も
の
、

町
内
会
で
解
決
で
き
る
も
の
、
個

人
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

こ
の
除
雪
会
議
の
内
容
を
踏
ま

え
、
今
年
度
は
９
社
に
除
雪
を
委

託
し
、
除
雪
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

一
般
家
庭
で
は
４
月
、
８
月
、

12
月
の
年
３
回
の
検
針
を
行
い
、

４
か
月
間
に
使
用
し
た
水
量
を
均

等
化
し
て
毎
月
水
道
料
金
を
徴
収

し
て
い
ま
し
た
。
検
針
業
務
に
か

か
る
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
現
行
の
検
針
制
度
で
は
あ
り
ま

す
が
、
毎
月
の
使
用
水
量
を
よ
り

正
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
宅

内
の
漏
水
の
早
期
発
見
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
一
般
家
庭
の
年

３
回
の
検
針
を
毎
月
検
針
、
毎
月

徴
収
と
し
ま
す
。

大
川
小
学
校
統
合
後
の
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
８
月
４
日
に

庁
内
職
員
等
で
構
成
す
る
「
五
城

目
町
廃
校
施
設
等
利
活
用
検
討
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現
地
確
認

や
利
活
用
に
つ
い
て
の
会
議
を
開

催
し
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
今
後
も
地
域

活
性
化
を
見
据
え
な
が
ら
、
閉
校

と
な
る
大
川
小
学
校
の
利
活
用
方

策
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
し
、
年

度
内
に
方
針
を
定
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

秋
田
北
税
務
署
の
依
頼
を
受
け

て
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
建
築
士
の

個
人
事
業
主
へ
の
支
払
い
に
関
し
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
漏
れ
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
期
間
は
、
時
効
を

迎
え
て
い
な
い
平
成
22
年
１
月
以

降
で
、
設
計
業
務
等
の
委
託
料
は

源
泉
徴
収
が
必
要
な
い
と
誤
っ
て

判
断
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
内

訳
は
、
建
築
士
３
人
、
各
会
計
合

せ
て
36
件
、
源
泉
所
得
税
額
は
３

４
４
万
９
千
２
９
６
円
と
な
り
ま

す
。11

月
26
日
、
対
象
と
な
る
建
築

士
３
人
に
ご
来
庁
い
た
だ
き
、
謝

罪
す
る
と
と
も
に
経
緯
を
説
明
し
、

源
泉
所
得
税
の
納
入
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
12
月
３
日

ま
で
全
額
納
入
く
だ
さ
り
、
12
月

10
日
、
町
が
秋
田
北
税
務
署
に
納

付
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
、
町
全
体
の
出
納
業
務
の

審
査
等
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

可決・承認・同意
された主な議案

平成26年度一般会計補正予算
　積立金に2億3,309万円、除雪事業
費に5,305万円、災害復旧事業費に
1,846万円、福祉灯油給付事業に364
万円など3億5,771万円の増。補正後
の累計額は64億8,969万2千円

町施設の指定管理者の指定
　これまでと同様、赤倉山荘は㈱東北
ダイケン秋田支店、五城館は㈱あった
か五城目、農林水産物直売・食材供給
施設悠紀の国五城目は㈱いそうら直売
会、町斎場は協同組合秋田技能者を指
定管理者に指定しました。

町教育委員会委員の任命
　任期満了に伴い、佐藤一義さん（中
村・72歳）と宮田聡子さん（新畑町・
53歳）を教育委員に再任しました。

町税条例の一部を改正する
条例制定
　軽自動車税の当初賦課業務を円滑に
行うため、平成27年度から４月30日
納期限を１か月延長し、５月31日に変
更します。

町議会議員の定数を定める条例の
一部を改正する条例制定
議員定数を次の選挙から２人削減し、
14人としました。

行政報告を行う渡邉町長

平
成
26
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
12
日
ま

で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、「
五
城
目
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
」
や
「
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
」
ほ
か
22
議
案
が
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
・
８
日
の
本
会
議
で
は
、
渡
邉
町
長
が
９
月
定
例
会
以
降

の
行
政
報
告
を
し
ま
し
た
。

五
城
目
町
議
会
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
ほ
か

23
件
が
可
決
、承
認
、同
意
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新システムにより、納付書を変更します。
１月20日以降に発行する納付書は、東北管内郵便局と全国の
主要なコンビニエンスストアでの納付が可能となります。

【郵便局・コンビニ納付可能なもの】
　水道料金、下水道料金、下水道受益者負担金、分担金の納付書
※ 既に発行している納付書では、郵便局・コンビニ納付ができ
ません。



水
中
運
動
で　
　
　
　
　

楽
々
健
康
づ
く
り

▼
対　
　

象　

�

医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受

け
て
い
な
い
成
人

▼
実
施
期
間　

３
月
〜
５
月
（
全
12
回
）

▼
募
集
コ
ー
ス
（
２
コ
ー
ス
）

　
・
水
曜
日

　
　

❶
一
般
コ
ー
ス　
　

午
後
４
時
〜

　
　

❷
す
っ
き
り
ス
リ
ム
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
モ
デ
ル
事
業
特
典

　
・�

参
加
費
無
料
（
受
講
料
・
傷
害
保
険

料
・
プ
ー
ル
利
用
料
）

　
・�

水
着
・
帽
子
を
無
料
で
貸
し
出
し
（
全
員
、
町
で

準
備
す
る
水
着
を
着
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
申
し
込
み　

�

一
般
コ
ー
ス
は
生
涯
学
習
課
へ
、す
っ
き

り
ス
リ
ム
コ
ー
ス
は
町
健
康
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。（
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電

話
番
号
・
水
着
サ
イ
ズ
）

※�

各
コ
ー
ス
20
人
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い

ま
す
。

※�

お
申
し
込
み
は
１
月
６
日
㈫
〜
16
日
㈮
ま
で
。

※�

平
成
25
年
９
月
〜
11
月
に
実
施
し
た
モ
デ
ル
事
業
の

教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

温
水
プ
ー
ル
で
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
推
進

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
再
開
し
ま
す

屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
町
民
の
健
康
づ
く
り
・

体
力
づ
く
り
を
目
指
し
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
大
規
模

改
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
建
物
は
今
月
末
に
完
成
し

ま
す
が
、
２
月
中
は
機
械
の
調
整
や
備
品
の
搬
入
等
に

伴
う
準
備
期
間
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
２

月
下
旬
か
ら
見
学
及
び
水
中
運
動
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
３
月
か
ら
水
中
運
動
教
室
モ
デ
ル
事
業
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
水
泳
教
室
や
一
般
利
用
に
よ
る
通
常
営

業
は
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
広
報
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県知事表彰を受けられた
伊藤　敏雄さん（野田・70歳）

長谷川成美さん
（山形県出身・23歳）
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12月14日、第47回衆議院議員総選挙の投開
票が行われました。
当日は、午前７時から町内14か所の投票所
で一斉に投票が始まり、午後７時までの投票が
終了した後、役場正庁で開票を行いました。
町の投票率（小選挙区）は57.54㌫で、平成
24年12月に行われた前回の同選挙の63.01㌫
を、5.47㌽下回りました。
なお、開票の結果、秋田２区では、かねだ勝
年さんが当選されています。

12月１日から町の集落支援員に
長
は せ が わ

谷川成
なるみ

美さん（山形県出身・23歳）
が着任しました。
集落支援員は、過疎化や高齢化に
より地域社会における活力が低下す
る当町で、高齢者をはじめとする町
民の健康づくりや地域コミュニティ
の維持発展を図るため、集落の生活
機能の維持、地域活動の活性化など
の集落対策を支援していきます。

はじめまして。12月から町の集落
支援員として活動している長谷川成
美です。福島との県境に位置する山
形県米沢市から来ました。
五城目町に来たばかりでまだまだ
分からないことばかりですが、町内
会の行事やワークショップを通して
町内の方とかかわり、「元気なムラづ
くり」の力になれればと思います。
これから五城目での生活を楽しみな
がら活動していきます。地域おこし
協力隊の方とはまた違った形で町内
の方々とかかわっていきますので、
よろしくお願いします。

小選挙区選出議員選挙開票結果
候　補　者　氏　名 町 で の 得 票 数 小 選 挙 区 計

か ね だ 勝 年 2,895票 91,747票

緑 川 た か し 1,870票 57,392票
ふ じ も と 金 治 320票 7,581票

▲

投票率　57.54㌫（男60.78㌫・女54.78㌫）※在外選挙人を含む。

▲

当日有権
者数　9,055人（男4,161人・女4,894人）。

▲

投票者数　5,210人（男2,529人・
女2,681人）。

▲

有効投票数　5,085票。

▲

無効投票数　125票。

町の投票率（小選挙区）は57.54㌫ 

比例代表選出議員選挙開票結果
政　　党　　名 町での得票数 政　　党　　名 町での得票数

維 新 の 党 548票 幸 福 実 現 党 11票

生 活 の 党 106票 自 由 民 主 党 1,849票

公 明 党 803票 次 世 代 の 党 75票

日 本 共 産 党 357票 社 会 民 主 党 91票
民 主 党 1,267票

▲

投票率　57.58㌫（男60.80㌫・女54.84㌫）※在外選挙人を含む。

▲

当日有権
者数　9,055人（男4,161人・女4,894人）。

▲

投票者数　5,214人（男2,30人・
女2,684人）。

▲

有効投票数　5,107票。

▲

無効投票数　107票。

投票区別投票者数と投票率（小選挙区）
当日の投票者数（人） 投　票　率（%）

男 女 男 女
五城目第１ 632 296 336 56.43� 57.48� 55.54�
五城目第２ 758 376 382 55.49� 58.02� 53.20�
五城目第３ 417 207 210 56.20� 61.24� 51.98�
五城目第４ 405 186 219 58.02� 59.42� 56.88�
五城目第５ 545 262 283 49.19� 54.02� 45.43�
馬場目第１ 242 124 118 61.27� 69.66� 54.38�
馬場目第２ 194 90 104 59.88� 61.64� 58.43�
馬場目第３ 134 64 70 65.05� 66.67� 63.64�
富津内第１ 359 180 179 60.34� 63.83� 57.19�
富津内第２ 160 76 84 57.35� 60.80� 54.55�
内 川 325 163 162 63.73� 67.63� 60.22�
大 川 第 １ 469 227 242 60.75� 64.49� 57.62�
大 川 第 ２ 254 123 131 71.55� 73.65� 69.68�
森 山 316 155 161 54.02� 56.36� 51.94�
合　　計 5,210 2,529 2,681 57.54� 60.78� 54.78�

上杉雪灯籠まつりの米沢ご当地ヒーロー
「アズマンジャー」の雪像

❶�「昔ながらの中華そば」を楽しむつどい

　 ▼日　　時　１月29日㈭
　　　　　　　午前９時30分〜午後１時

　 ▼食 材 費　１人400円

　 ▼募集定員　先着10人
❷�「ランプシェード」の作り方講習会
　素焼き調粘土でつくる簡単ランプシェード

　 ▼日　　時　１月30日㈮
　　　　　　　午後１時30分〜午後４時30分　

　 ▼食 材 費　１人1,500円以内

　 ▼募集定員　先着10人
※お申し込みは１月14日㈬まで。

11
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
青
少

年
健
全
育
成
秋
田
県
大
会
で
、
伊

藤
敏
雄
さ
ん
（
野
田
）
が
県
知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
30
年
間
に
わ
た
り
、

地
域
の
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全

育
成
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
城
目
地
区
少
年
保
護
育

成
委
員
会
会
長
や
、
秋
田
県
少
年

保
護
育
成
委
員
連
絡
協
議
会
副
会

長
な
ど
を
歴
任
し
、
少
年
保
護
育

成
委
員
会
の
運
営
や
意
識
啓
発
に

努
め
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。



 

５　
街
路
樹

Q  　

ケ
ヤ
キ
の
木
は
計
画
的
に
切
り
込

ん
で
い
く
の
か
、
こ
の
ま
ま
で
終
っ
て

し
ま
う
の
か
お
伺
い
し
た
い
。【
新
町

町
内
会
】

A  　

町
を
訪
れ
た
方
や
通
行
す
る
だ
け

の
方
々
か
ら
は
「
涼
し
げ
で
景
観
も
い

い
」
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
沿
線
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
か
ら

は
「
落
ち
葉
の
処
理
や
屋
根
の
腐
食
で

困
っ
て
い
る
」
等
の
意
見
も
伺
っ
て
い

ま
す
。
大
木
と
な
っ
た
ケ
ヤ
キ
は
高
さ

を
詰
め
る
な
ど
の
剪
定
を
実
施
し
て
い

ま
す
。【
担
当
：
建
設
課
】

Q 　

ケ
ヤ
キ
の
木
の
下
の
雑
草
が
伸
び
た

場
合
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
頻
度
で
雑

草
を
刈
る
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
新
町
町
内
会
】

A  　

道
路
路
肩
や
歩
道
植
樹
帯
の
草
刈

は
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
違
い
ま
す
。
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
活
用
し
て
自

主
的
に
行
っ
て
い
る
町
内
も
あ
り
ま
す

し
、
町
が
実
施
し
て
い
る
区
間
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
以
外
は
県
が
行
っ
て
い
ま

す
。

　

原
則
は
道
路
を
整
備
し
た
も
の
が

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
時

間
的
に
も
予
算
的
に
も
す
べ
て
に
対
応

す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る

限
り
道
路
管
理
者
が
行
っ
て
い
ま
す

が
、
予
算
の
制
約
や
実
施
時
期
の
関
係

で
希
望
の
時
期
に
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。【
担
当
：
建
設
課
】　

６　
カ
ラ
ス
の
糞
害
対
策

Q 　

カ
ラ
ス
対
策
を
積
極
的
に
行
っ
て
ほ

し
い
。
カ
ラ
ス
が
止
ま
っ
た
木
の
下
は

糞
で
汚
く
な
っ
て
い
て
、
不
衛
生
に
感

じ
ま
す
。
何
か
対
策
は
な
い
も
の
か
。

　

電
線
も
東
北
電
力
で
行
っ
て
い
る
電

線
を
コ
イ
ル
状
に
す
る
な
ど
対
策
の
方

法
が
あ
る
と
思
う
が
、
早
急
に
行
っ
て

欲
し
い
。【
新
町
町
内
会
】

A   　

カ
ラ
ス
対
策
は
、
抜
本
的
な
対
策

が
な
く
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
が
止
ま
る
木
の
枝
を
切
り
取

る
方
法
は
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
景
観
上
の
問
題
や
ま
た
別
の
地
区

の
樹
木
に
カ
ラ
ス
が
移
動
す
る
な
ど
、

根
本
的
な
解
決
に
な
り
ま
せ
ん
。
よ

り
よ
い
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
線
は
、
東
北
電
力
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
が
試
験
的
に
行
い
、
一
定
の
効
果

を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
対
策

を
全
町
的
に
実
施
す
る
と
な
る
と
町
の

負
担
に
な
る
た
め
、検
討
が
必
要
で
す
。

【
担
当
：
住
民
生
活
課
】

７　
ア
メ
シ
ロ
対
策

Q  　

ア
メ
シ
ロ
を
町
全
体
で
駆
除
し
て
く

だ
さ
い
。【
御
蔵
町
町
内
会
】

A   　

町
有
地
や
植
樹
帯
の
樹
木
、
河
川

敷
の
桜
は
町
で
直
接
作
業
員
に
よ
り
ア

メ
シ
ロ
の
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
民
地
の
樹
木
等
は
個
人

の
財
産
な
の
で
、
町
で
駆
除
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
で
貸
し
出
し

し
て
い
る
防
除
機
や
、
提
供
し
て
い
る

薬
剤
で
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
共
性
の
あ
る
公
民
館

や
神
社
な
ど
の
高
木
は
、
町
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。【
担
当
：
農
林
振
興

課
】

８　
そ
の
他

Q 　

街
灯
が
暗
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
暗

い
道
路
を
小
・
中
学
生
は
じ
め
五
城

目
町
民
の
み
ん
な
が
通
行
し
ま
す
。
事

件
・
事
故
を
未
然
に
防
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、『
適
当
な
明
る
さ

の
確
保
』
を
要
望
し
ま
す
。【
新
町
町

内
会
】

A   　

街
灯
の
設
置
は
ほ
ぼ
全
地
区
か
ら
要

望
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
児
童
生
徒
や

町
民
の
安
全
の
た
め
街
灯
は
必
要
で
す

が
、
個
別
の
現
場
を
確
認
し
、
実
情

を
調
査
し
て
設
置
の
可
否
を
決
定
し
て

い
ま
す
。【
担
当
：
建
設
課
】

Q  　

五
城
目
小
の
新
校
舎
建
築
、
小
中
一

貫
校
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
教
え
て
欲

し
い
。【
希
望
ヶ
丘
町
内
会
】

A   　

五
城
目
小
の
整
備
は
、
小
中
一
貫
教

育
校
も
視
野
に
各
方
面
か
ら
調
査
を

し
、
検
討
し
て
い
ま
す
。【
担
当
：
学

校
教
育
課
】
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１　
定
住
対
策

Q 　

若
い
人
が
働
け
る
職
場
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
【
希
望
ヶ
丘
町
内
会
】

A  　

企
業
誘
致
は
、
大
変
厳
し
い
状
況

で
す
。
県
に
お
け
る
企
業
誘
致
は
、
26

年
度
は
10
月
ま
で
に
１
件
、
前
年
度
は

６
件
で
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
24
年
度
に
企
業

誘
致
戦
略
計
画
を
策
定
し
、
新
た
な

産
業
展
開
を
促
進
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

起
業
等
に
よ
り
地
域
の
新
た
な
事
業

等
を
創
出
す
る
た
め
、
地
域
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー
を
平
成
25
年
10
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
、
首
都
圏
か
ら
移

住
し
た
企
業
を
含
め
５
社
が
入
居
し

て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
で
す
が
、
少
し
で

も
多
く
の
雇
用
を
創
出
し
、
地
域
経

済
の
元
気
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。【
担
当
：
ま
ち
づ

く
り
課
】

２　
防
災
対
策

Q  　

想
定
を
超
え
た
自
然
災
害
の
際
の

避
難
先
の
確
認
、
高
齢
者
を
含
む
避

難
方
法
の
確
認
等
の
防
災
訓
練
の
必
要

性
を
感
じ
る
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
防

災
訓
練
の
開
催
は
で
き
な
い
も
の
か
。

【
希
望
ヶ
丘
町
内
会
】

A   　

現
在
、
町
で
は
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
と
自
主
防
災
組
織
の
設
置
の

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
官
民
一
体
と

な
っ
た
防
災
訓
練
は
、
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
自
主
防
災
組
織

の
設
置
を
推
進
し
、
自
主
防
災
組
織

と
町
が
連
携
し
た
防
災
訓
練
を
地
域

防
災
計
画
に
沿
っ
て
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。【
担
当
：
住
民
生
活
課
】

３　
空
き
家
対
策

Q 　

町
全
域
に
空
き
地
管
理
義
務
の
放

棄
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
シ
ロ
、

そ
の
他
害
虫
の
繁
殖
が
ひ
ど
く
草
木
の

管
理
徹
底
を
条
例
化
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
年
は
業
者
に
依
頼
し
て
駆
除
し

ま
し
た
が
、
毎
年
の
駆
除
料
支
払
い
に

困
惑
し
て
い
ま
す
。【
今
町
町
内
会
】

A   　

空
き
地
の
管
理
は
、
所
有
者
が
責

任
を
も
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
す
。
町

と
し
て
は
周
辺
の
方
か
ら
苦
情
が
あ
っ

た
場
合
、
指
導
は
で
き
ま
す
が
、
草

木
の
管
理
な
ど
私
有
地
に
立
ち
入
り

対
処
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ア
メ
シ
ロ
な
ど
害
虫
が
、
周
辺
住
民

に
影
響
が
及
ぶ
場
合
は
機
械
や
燃
料
、

薬
剤
に
要
す
る
経
費
を
町
が
負
担
し
、

町
内
会
等
に
駆
除
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。【
担
当
：
住
民
生
活
課
】

Q  　

子
ど
も
の
通
学
路
で
無
人
の
家
の
庭

か
ら
は
み
出
た
樹
木
の
枝
が
大
き
く

垂
れ
下
が
っ
て
、
道
路
の
通
行
を
ふ
さ

が
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
先
般
は
ア
メ

シ
ロ
に
や
ら
れ
た
枝
の
葉
が
醜
く
垂
れ

下
が
っ
た
状
態
で
し
た
。

　

他
人
の
家
の
木
で
、
気
が
付
い
て
も

勝
手
に
切
る
わ
け
に
は
い
か
ず
困
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
行
政
で
手
配
を

し
、
土
地
の
持
ち
主
へ
適
切
に
処
理
す

る
よ
う
に
働
き
か
け
て
も
ら
え
な
い
で

し
ょ
う
か
。【
新
町
町
内
会
】

A  　

民
法
上
、
隣
家
か
ら
は
み
で
た
木

や
枝
で
あ
っ
て
も
所
有
権
は
隣
家
の
所

有
物
で
あ
り
、
勝
手
に
処
分
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

通
学
す
る
子
ど
も
や
周
辺
住
民
に

危
険
が
及
ぶ
な
ど
、
緊
急
性
が
あ
る

場
合
は
町
が
町
内
会
長
と
立
会
う
な

ど
し
て
、
対
応
を
協
議
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。【
担
当
：
住
民
生
活
課
】

４　
河
川
敷
の
立
木
対
策

Q  　

護
岸
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
生
え
て
い
る
木

を
切
っ
て
も
ら
い
た
い
。【
御
蔵
町
町

内
会
】

Q  　

河
岸
に
木
が
生
え
て
、
洪
水
に
な
る

前
に
、
木
を
切
っ
て
も
ら
い
た
い
。【
中

川
原
町
内
会
】

Q  　

馬
場
目
川
の
岸
に
生
え
て
い
る
柳
の

木
を
切
っ
て
ほ
し
い
。【
新
町
町
内
会
】

A  　

河
川
の
雑
木
処
理
は
、
町
内
全
体

か
ら
の
要
望
を
県
に
伝
え
、
現
地
の
立

ち
合
い
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
県
で

も
実
情
は
把
握
し
て
い
ま
す
が
、
管
理

河
川
が
多
い
こ
と
や
予
算
の
制
約
か

ら
、
す
べ
て
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
で
い
る
よ
う
で
す
。
町
で
も

遂
次
河
川
の
状
況
を
調
査
、
把
握
し
、

県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。【
担
当
：

建
設
課
】

11月21日、五城館で、より良い地域づくりのために、
町内会と行政との懇談を通じて、お互いの役割分担を確認しつつ、
効率的な取り組みに役立てようと、
町内会長会五城目地区協議会懇談会が開かれました。
（参加町内会は五城目地区の町内会です）
懇談会では複数の町内会や地区全体の課題と対策を話し合いました。
その内容を抜粋し、掲載します。
これらの内容は今後のまちづくりに生かされていきます。

町
内
会
の
意
見
を
聞
き
、町
政
に
生
か
す

町
内
会
長
会
五
城
目
地
区
協
議
会
を
開
催

懇談会の進行を担当した
東磯ノ目町内会の柳原清一会長

倒壊寸前の空き家対策の質問をした
雀舘町内会の石井誠一郎会長

マイマイガ対策の質問をした
古川町町内会の工藤武文会長

五城目地区26町内会のうち17の町内会長が出席し、地区全体に渡る
課題や要望などを話し合った町内会長会五城目地区協議会

町内会の個人情報などの質問をした
仲町町内会の長谷川定夫会長

交差点の除雪の仕方の質問をした
新里町町内会の小玉哲男会長
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申告相談
所得税・町県民税の

が２月６日㈮から始まります
※ お問い合わせは、町税務課（☎852・5144）まで

※ 相談時間　午前９時～正午、午後１時～午後３時（受付時間は午前８時30分～午後３時）
※都合がつかない場合は、割当外の会場でも相談受付を行います。

日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会
場

五　城　目
２
／
６
金
広
ヶ
野
・
希
望
ヶ
丘
・
今
町

御
蔵
町
・
小
池
町
・
川
原
町

新
町
・
一
番
町

役場４階
「大会議室」

９
月
田
町
・
古
川
町
・
長
町

10
火
紀
久
栄
町
・
新
畑
町
・
矢
場
崎

な
な
く
ら（
仮
称
）

12
木
米
沢
町
・
畑
町
・
仲
町

馬　場　目

13
金
帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

ふれあい
センター

16
月
寺
庭
・
小
野
台
・
中
村

平
ノ
下
・
水
沢

17
火
恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

富　津　内

18
水
下
山
内
・
上
山
内

富津内地区
　　公民館

19
木
富
田
・
黒
土（
１
・
２
区
）

20
金
八
田
・
台
御
蔵
下
・
脇
乙

23
月
落
合
・
高
千
・
北
々
口
・
小
倉

五　城　目

24
火
築
地
町
・
昭
辰
町
・
雀
舘

役場４階
「大会議室」

25
水
舘
町
・
中
川
原
・
下
高
崎
・
久
保

26
木
中
高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

27
金
上
樋
口（
上
・
下
）・
樋
口

上
田
町
・
新
里
町

３
／
２
月
岩
城
町
・
東
磯
ノ
目

西
磯
ノ
目

森　山

３
火
岡
本
１
区
・
野
田

森山地区
公 民 館

４
水
岡
本
２
区
・
浦
横
町

内　川

５
木
湯
ノ
又（
１
〜
４
区
）・
小
川
口

生きがい
センター

６
金
浅
見
内（
１
〜
６
区
）

大　川

９
月
大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

10
火
大
川
２
・
３
区

11
水
石
崎
・
谷
地
中
・
曙
町

12
木
下
樋
口
・
西
野

予備日

13
金
予
備
日
と
し
ま
す
。

役場４階
「大会議室」

16
月
予
備
日
と
し
ま
す
。

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程

　

平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
書

の
受
付
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

所
得
税
（
復
興
特
別
所
得
税

（
所
得
税
額
の
２
・
１
㌫
））

　

 

２
月
16
日
㈪
〜
３
月
16
日
㈪

　

※ 

所
得
税
の
還
付
申
告
書
は
、

２
月
16
日
㈪
の
前
で
も
提

出
で
き
ま
す
。

▼
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　

 

１
月
５
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈫

▼
贈
与
税

　

 

２
月
２
日
㈪
〜
３
月
16
日
㈪

フ
ォ
ー
ラ
ム
秋
田
に
申
告
書

作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す

  

「
申
告
書
作
成
会
場
」は
、所
得

税（
譲
渡
所
得
を
含
む
）・
消
費

税
・
贈
与
税
の
申
告
書
を
作
成
す

る
会
場
で
す
。

　

税
務
署
内
に
は
申
告
書
作
成

会
場
を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

申
告
書
を
作
成
す
る
方
は
秋
田

市
の
県
労
働
会
館「
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
キ
タ
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間

　

 

２
月
16
日
㈪
〜

３
月
16
日
㈪
ま
で
の
平
日

※ 

２
月
22
日
㈰
・
３
月
１
日
㈰
の

日
曜
日
は
開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

※ 

作
成
会
場
は
大
変
混
雑
し

ま
す
。
な
る
べ
く
早
い
時

間
帯
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 
確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
は
、

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お
つ

な
ぎ
し
ま
す
。
音
声
案
内
に

従
い「
０
番
」を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
27
年
１
月
か
ら

相
続
税
の
基
礎
控
除
額
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

　

平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
に

亡
く
な
っ
た
人
に
係
る
相
続
税

の
基
礎
控
除
額
が「
３
、０
０
０

万
円
＋（
６
０
０
万
円
×
法
定
相

続
人
の
数
）」に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。

※ 

相
続
等
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得

し
た
人
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
価
格

の
合
計
額
が
相
続
税
の
基
礎
控

除
額
を
超
え
る
場
合
、そ
の
財
産

を
取
得
し
た
人
は
、相
続
税
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、税
額
な
ど
が

自
動
的
に
計
算
さ
れ
、誤
り
の
な

い
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

  

私
は
税
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。い
つ
税
が
取

ら
れ
て
い
る
か
も
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
調
べ
て
い
く
う
ち
に
色
々

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。三
つ
紹

介
し
ま
す
。

　
ま
ず
一つ
目
は
、税
は
、あ
ら
ゆ
る

場
面
、機
会
に
取
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。た
と
え
ば
買
い
物
を

し
た
時
、消
費
税
と
い
っ
て
今
で
は

商
品
の
額
の
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
取

ら
れ
て
い
ま
す
。他
に
は
所
得
税
と

い
っ
て
、得
た
収
入
か
ら
税
が
引
か

れ
た
り
し
ま
す
。ほ
か
に
も
法
人
税

と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。こ
の
三
つ

が
税
収
が
多
い
税
の
種
類
で
す
。

　
二
つ
目
は
、こ
れ
ら
の
税
の
収
入

の
総
額
が
九
十
五
兆
八
千
八
百
二

十
三
億
円
と
い
う
大
き
な
額
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。国
民
一
人
一
人
が
国
の

義
務
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、税
収
入
総
額
と
同
じ

く
ら
い
国
が
支
出
し
て
お
り
、そ
れ

ら
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。私
は
こ
れ

が
国
の
義
務
を
果
た
し
た
人
へ々
の

報
い
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
て
国

と
国
民
は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と

考
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、最
初
は
税

は
取
ら
れ
る
だ
け
の
物
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、調
べ
る
う
ち
に
取
ら

れ
る
の
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、そ
れ

は
私
達
の
暮
ら
し
に
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
母
に
伝
え
る
と
、母

は「
税
は
払
う
と
い
う
こ
と
よ
り
、

投
資
す
る
も
の
な
ん
だ
ね
」と
言
っ

て
い
ま
し
た
。投
資
、つ
ま
り
国
民
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
国

に
期
待
し
て
税
を
払
う
の
で
す
。私

は
国
民
が
投
資
し
て
く
れ
た
税
に

感
謝
し
て
暮
ら
そ
う
と
思
っ
た
と

同
時
に
、こ
れ
か
ら
も
国
に
は
国
民

を
裏
切
ら
な
い
税
の
使
い
方
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。国
民
の
声

に
耳
を
傾
け
、多
く
の
人
が
望
む
こ

と
に
税
を
使
っ
て
く
だ
さ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、税
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て

と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。そ
う
実
感
し
た
の
は
特
に
具

体
的
な
数
字
、グ
ラ
フ
を
見
て
国
が

ど
れ
だ
け
私
達
国
民
の
た
め
に
支

出
し
て
い
る
の
か
が
、わ
か
っ
た
と
い

う
こ
と
か
ら
で
し
た
。国
は
私
達
に

期
待
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
こ
と
が
と
て
も
良
い
経
験
だ

と
思
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
私
達
の
よ

う
な
若
者
は
特
に
、こ
う
い
っ
た
期

待
が
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
期
待

さ
れ
て
い
る
」と
思
っ
た
だ
け
で
、や

る
気
が
出
て
く
る
し
、希
望
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
代
の
子
供
達
は
大
人
が
思
う

以
上
に
闇
を
抱
え
て
い
ま
す
。そ
ん

な
子
た
ち
も
国
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
立

ち
直
れ
る
と
思
い
ま
す
。税
は
立
ち

直
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
供
た

ち
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。最
初
は

疑
問
に
思
い
ま
し
た
が
、そ
う
い
う

こ
と
な
の
か
と
自
分
な
り
に
思
い

ま
し
た
。

　
税
は
考
え
方
に
よ
っ
て
色
々
な
こ

と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
と
て
も

お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。こ
の

ほ
か
に
も
興
味
が
わ
い
た
も
の
は

ま
た
調
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

家
族
に
も
伝
え
た
い
で
す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

今
月
号
で
は
、
秋
田
北
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を

受
賞
し
た
□
□
□
□
さ
ん
の
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

秋
田
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合　
　
　

連
合
会
長
賞

□
□　

□
□
さ
ん
（
五
一
中
３
年
）

「
税
の
使
い
道
の
理
由
」

平
成
26
年
分
所
得
税
と
平
成
27
年

度
町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
下
記
日

程
で
実
施
し
ま
す
。

申
告
し
て
い
た
だ
く
所
得
は
町
県

民
税
の
み
な
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
税

の
所
得
割
課
税
や
他
の
保
険
料
等
算
定

の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
所
得
状
況
を

よ
く
知
る
方
が
申
告
し
、
納
得
の
い
く

課
税
と
な
る
よ
う
申
告
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
各

種
証
明
書
が
交
付
で
き
な
く
な
る
ほ

か
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
平
成
26
年
１
月
〜
12
月
ま
で

の
１
年
間
収
入
が
一
切
無
い
場
合
で

も
、
町
で
は
収
入
の
有
無
を
把
握
で
き

ま
せ
ん
の
で
必
ず
収
入
の
無
い
こ
と
を

申
告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
本
町
に

住
所
の
あ
る
方
で
次
に
該
当
す
る
方

❶ 

不
動
産
（
小
作
料
を
含
む
）・
営
業
・

農
業
・
一
時
・
雑
所
得
（
年
金
等
）・

譲
渡
所
得
等
給
与
以
外
の
所
得
が

あ
っ
た
方
で
所
得
税
に
係
る
確
定
申

告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方

❷ 

給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
の
事
業

所
か
ら
の
給
与
の
あ
る
方
や
中
途

就
・
退
職
の
方
で
、
所
得
税
の
年
末

調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
方

❸ 

給
与
所
得
者
で
あ
る
が
、
事
業
所
か

ら
の
給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
未
提

出
の
方

❹ 

給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
済
み
の
方

で
あ
っ
て
も
、
各
種
控
除
（
医
療
費

控
除
、
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
等
）

を
受
け
る
方

❺ 

平
成
26
年
中
に
生
命
保
険
が
満
期

と
な
り
満
期
返
戻
金
収
入
の
あ
っ
た

方
や
、
死
亡
保
険
金
等
の
収
入
の

あ
っ
た
方

申
告
す
る
必
要
が
な
い
方

❶ 

１
か
所
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
の
み

で
、
所
得
税
の
年
末
調
整
が
さ
れ
て

い
て
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

❷ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ
、
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
、

そ
の
他
の
方
法
で
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方

申
告
に
必
要
な
も
の

１
． 

印
鑑
。
還
付
金
の
振
込
先
口
座
情

報
（
還
付
申
告
の
際
に
申
告
者
本

人
の
口
座
が
必
要
で
す
）

２
．
所
得
計
算
に
必
要
な
も
の

❶ 

給
与
収
入
の
あ
る
方
は
、
勤
務
先
か

ら
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
、
ま

た
は
事
業
主
の
給
与
支
払
証
明
書

❷ 

年
金
収
入
の
あ
る
方
は
、公
的
年
金
、

年
金
基
金
や
企
業
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票

❸ 

自
営
業
の
方
は
、
営
業
所
得
計
算
書

と
仕
入
・
売
上
等
を
記
録
し
た
帳

簿
、
必
要
経
費
の
領
収
書

❹ 

農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
農
協
な
ど

か
ら
交
付
さ
れ
る
「
平
成
26
年
分
農

業
所
得
に
係
る
取
引
明
細
書
」
や
収

入
と
必
要
経
費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿

類
、
領
収
書
な
ど
と
そ
れ
ら
を
基
に

記
帳
し
た
「
収
支
計
算
記
帳
簿
」

３
．
各
種
控
除
に
必
要
な
も
の

❶ 

社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地

震
保
険
料
等
控
除
支
払
証
明
書

❷ 

寄
付
金
の
採
納
証
明
書
、
ま
た
は
領

収
書
、
受
領
証
等

❸ 

配
偶
者
・
扶
養
控
除
対
象
者
に
収
入

が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
人
の
平
成

26
年
中
の
収
入
金
額
が
わ
か
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
等
）

❹ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

障
害
者
手
帳
ま
た
は
役
場
健
康
福

祉
課
が
交
付
す
る
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書

❺ 

平
成
26
年
中
に
住
宅
を
取
得
し
、
住

宅
借
入
金
特
別
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
住
宅
に
係
る
登
記
事
項
証
明

書
、
契
約
書
、
借
入
金
残
高
証
明
書
、

源
泉
徴
収
票

❻ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

平
成
26
年
中
に
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
金
額
が
確
認
で
き
る
領
収
書
、
高

額
医
療
費
給
付
金
や
医
療
保
険
か

ら
受
給
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
金
額

が
確
認
で
き
る
書
類

※ 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
確
認
書

が
必
要
な
方
は
税
務
課
窓
口
で
発
行

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
税
務
署
か
ら

申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

税務署からのお知らせ申告と納税は期限内に！

確
定
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

秋
田
北
税
務
署
（
☎
８
４
５
・
１
１
６
１
）

町

税

務

課
（
☎
８
５
２
・
５
１
４
４
）
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▲ �10月26日　五城目朝市500年記
念マラソン大会が開催され、1,098
人のランナーがエントリーしました

▲ �11月28日　五城目一中が地産地消の普及と推進を目的として
いる第7回全国地産地消給食等メニューコンテストの学校給食
･社員食堂部門で文部科学大臣賞を受賞

▲�４月５日　認定こども園「も
りやまこども園」初の入園式
が行われました

▲�８月15日　きゃどっこまつり
は荒天のため、広域五城目体
育館で開催しました

▲ �11月16日　2015年３月で
閉校する大川小閉校式典を
開催。全員で夢を発表しまし
た

▲�７月13日　秋田追分全国大
会が開催され、大仙市の深瀬
康子さんが優勝しました

▲�９月28日　第１回秋田市町
村対抗駅伝で町チームが町
の部第５位入賞

▲ ��11月３日　佐藤信さんと伊
藤惠朗さんを町功労者とし
て表彰する町功労者式典開
催

▲�８月15日　五城館で新成人
を祝うつどいを行い、119人
が大人の仲間入りしました

▲�９月27日　消防庁舎の建設
にあたり、安全祈願祭を開催
（下山内）

▲�３月18日　五城目幼稚園最
後の卒園式を行いました。

▲�５月１日　湖東厚生病院が開院しました。それに先立ち、４月８
日、同病院玄関前でテープカットが行われ、完成を祝いました。ま
た、４月20日には見学会が行われ、1,600人が訪れました

▲ �10月11日　国民文化祭「全国朝市サミット2014in五城目」を開催しました。秋の朝市きのこまつり
と合わせて開催し、全国15の朝市物産展、浅利香津代さんの基調講演、「魅力ある朝市づくり」をテー
マにシンポジウム、ステージイベントや協賛イベントを開催しました

▲ �未来づくりプログラム・五城目プロジェクトによる町内会ワーク
ショップを開催し、それぞれの町内会でビジョンを策定していま
す。そのビジョンに基づいて、町内会活動も進められています。

２
０
１
４
年
の
で
き
ご
と

　

昨
年
、
広
報
ご
じ
ょ
う
め
で

は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
話
題
な

ど
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

主
な
も
の
を
集
め
２
０
１
４
年

を
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
年
も
広
報
紙
の
編
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

２
月

福
祉
灯
油
引
換
券
を
交
付
。

２
月
２
日

髙
橋
テ
ツ
ヱ
さ
ん（
森
山
荘
）

が
１
０
０
歳
に
。

３
月
16
日

加
藤
タ
ミ
ヱ
さ
ん（
広
青
苑
）

が
１
０
０
歳
に
。

４
月
１
日

幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も

園「
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
」が

ス
タ
ー
ト
。

消
費
税
８
㌫
に
伴
い
町
の
公

共
料
金
を
変
更
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
内
川
線
・
森

山
線
が
本
格
運
行
を
開
始
。

全
線
で
小
中
学
生
の
利
用
料

が
無
料
に
。

５
月

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
柳
澤
龍
さ
ん
、丑
田
香
澄

さ
ん
、石
田
万
梨
奈
さ
ん
が

着
任
。

５
月
１
日

湖
東
厚
生
病
院
が
開
院
。

５
月
７
日

秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く

り
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
五
城
目
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
町
内
会

か
ら
の
交
付
金
申
請
受
付

を
開
始
。

５
月
30
日
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
町
の
情

報
を
配
信
。

６
月

五
城
目
小
学
校
建
築
検
討

委
員
会
を
設
置
。

６
月
16
日

秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く

り
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
五
城
目
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
屋
内
温

水
プ
ー
ル
の
大
規
模
改
修
着

工
。

６
月
30
日

臨
時
福
祉
給
付
金
、子
育
て

世
帯
特
例
給
付
金
の
申
請

を
開
始
。

７
月
１
日

町
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般

選
挙
の
告
示
。３
選
挙
区
13

人
が
無
投
票
当
選
。

７
月
13
日

第
25
回
秋
田
追
分
全
国
大

会
を
開
催
。深
瀬
康
子
さ
ん

（
大
仙
市
）が
優
勝
。

８
月
19
日

石
井
ト
ミ
エ
さ
ん（
蓬
内
台
）

が
１
０
０
歳
に
。

９
月
７
日

第
31
回
全
町
体
育
祭
を
開

催
。町
村
町
内
会
が
優
勝
。

９
月
23
日

弘
前
大
学
と
町
教
育
委
員

会
の
合
同
で「
中
山
遺
跡
と

八
郎
潟
の
亀
ヶ
岡
文
化
研
究

発
表
会
」を
開
催
。

９
月
28
日

第
１
回
秋
田
市
町
村
対
抗
駅

伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！

で
町
チ
ー
ム
が
町
の
部
第
５

位
入
賞
。

10
月
11
日

　
　

12
日
国
文
祭「
全
国
朝
市
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
４
in
五
城
目
」を

開
催
。

10
月
22
日
秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く

り
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
五
城
目
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
在
宅
支
援

講
演
会
を
開
催
し
湖
東
厚

生
病
院
中
鉢
院
長
が
講
演
。

10
月
26
日
１
、０
９
８
人
が
参
加
し
た

五
城
目
朝
市
５
０
０
年
記
念

マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
。

11
月
３
日

町
功
労
者
表
彰
式
典
を
開

催
。佐
藤
信
さ
ん（
川
原
町
）

と
伊
藤
惠
朗
さ
ん
（
新
畑

町
）を
町
功
労
者
と
し
て
表

彰
。

11
月
16
日
大
川
小
学
校
閉
校
式
典
を

開
催
。

11
月
28
日
五
城
目
一
中
が
地
産
地
消
メ

ニ
ュ
ー
給
食
全
国
コ
ン
テ
ス

ト
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
。

12
月
１
日

集
落
支
援
員
と
し
て
長
谷

川
成
美
さ
ん
が
着
任
。



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
協
力
隊
３
人
、
本
年
も
ま
す
ま
す
精
進
し

て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
�

「
冬
は
す
ご
い
よ
〜
」「
冬
は
ま
だ
越
し
て
な

い
の
？
」
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
て
も
心
配
さ
れ

て
い
た
冬
が
い
よ
い
よ
到
来
。
初
体
験
の
寒
さ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
美
し
い
銀
世
界
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

♦
商
工
会
で
講
演

さ
て
、
年
末
に
、
私
た
ち
は
湖
東
三
町
商
工

会
で
、
私
た
ち
の
活
動
や
企
画
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
移
住
定
住
促
進
と

雇
用
創
出
を
大
目
標
と
し
て
、「
五
城
目
の
魅

力
発
信
事
業
」「
馬
場
目
川
流
域
の
美
味
し
い

も
の
を
全
国
に
お
届
け
す
る
企
画
」「
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
中
心
と
し
た
着
地
型
観
光
構
想
」「
空

き
家
対
策
」「
世
界
一
子
ど
も
が
育
つ
町
へ
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
」
等
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

♦�「
学
ぶ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

そ
の
中
で
、
私
は
「
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
す
で
に
あ
る
五
城
目
の
素
晴
ら
し
い
子
育

て
環
境
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
の
可
能
性
、
子
ど
も

が
地
域
の
こ
と
を
楽
し
く
体
感
し
な
が
ら
育
つ

環
境
づ
く
り
、
地
域
の
方
々
自
ら
、
未
来
の
町

の
た
め
に
学
ぶ
場
づ
く
り
な
ど
で
す
。

「
学
ぶ
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
情
報
を
得
る

と
か
知
識
を
習
得
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
自
ら

体
感
的
に
学
び
と
る
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
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▲�朝市大学で、地域活性化のアイデアを
出し合うワークショップを開催

Happy�New�Year!
It’s the start of a new year, and everyone is excited 
to welcome 2015. Let’s talk about New Year’s 
celebrations in America.

Many people have parties with their families and 
friends. At these parties, we play games and watch 
New Year’s television specials. At the stroke 
of midnight, people often say“Cheers!,”drink 
champagne, and kiss a loved one.

We also have“New Year’s resolutions”, which 
are promises we make to ourselves for the 
upcoming year. Some examples include“going on 
a diet,”to“quit smoking,”or“working out three 
times a week”- anything is ok. But, 
the most important thing is reflecting 
about the past year, and talking about 
our hopes for the upcoming year.

Everyone, thank you very much for 
everything this past year, as well as 
the year ahead.

新年明けまして　�　　
おめでとうございます

新しい年が始まりました
ね。2015年を迎えてわくわ
くしますね。アメリカの新
年のお祝いのお話しをしま
しょう。

多くの人たちは家族や友
達とパーティーをします。パーティーでは、ゲームを
したり、新年の特番を観ます。午前０時ぴったりに、「乾
杯！」と言って、シャンパンを飲んで、愛する人にキ
スをします。

また、来たる年のために自分自身の決意として「新
年の抱負」を持ちます。例えば「ダイエッ
トをする」とか「禁煙する」とか「一週
間に３回運動をする」とか何でもいいん
です。でも、いちばん大切なのは、昨年
を顧みて、新年の希望を話すことです。

皆さん、昨年はいろいろとお世話にな
りました。今年もよろしくお願いします。

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
今回はアメリカのお正月のお話です。

（
敬
称
略
）

第
24
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

盛
岡
本
選

　

▼
優
秀
賞　

本
間　

倫
子
（
五
城
目
小
６
年
）

第
９
回
全
日
本
小
学
生
・
中
学
生
書
道
紙
上
展

　

▼
学
年
別
ベ
ス
ト
１
０
０

　
　
　
　
　
　

近
藤　

乃
愛
（
五
城
目
小
６
年
）

第
３
回
全
国
書
写
書
道
総
合
大
会

❖
平
成
26
年
度
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル

❖
規
定
の
部

　

▼
優
秀
特
選　

近
藤　

乃
愛（

五
城
目
小
６
年
）

❖
平
成
26
年
度
全
国
学
生
書
写
書
道
展

❖
公
募
自
由
の
部

　

▼
教
育
特
別
奨
励
賞　

近
藤　

乃
愛

（
五
城
目
小
６
年
）

大
和
松
尾
寺
厄
除
観
音
奉
納
書
道
展

　

▼
入　

選　

近
藤　

乃
愛
（
五
城
目
小
６
年
）

第
82
回
全
国
書
画
展
覧
会

❖
書
の
部

　

▼
筆
都
大
賞　

近
藤　

乃
愛（

五
城
目
小
６
年
）

平
成
26
年
度
北
部
杯
争
奪
秋
季
全
県
選
抜

少
年
柔
道
大
会

❖
３
年
生
の
部

　

▼
準
優
勝　

畠
山　
　

凱
（
五
城
目
小
３
年
）

第
37
回
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卓
球
大
会

❖
男
子
団
体

　

▼
第
２
位　

 

秋
田
卓
球
会
館
ス
ポ
少
Ａ

　
　
　
　
　
　

松
橋　
　

帝
（
五
城
目
小
６
年
）

２
０
１
４Y

A
M
A
G
A
T
A

エ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
水
泳
競
技
大
会

❖
10
歳
以
下

❖
50
ｍ
平
泳
ぎ

　

▼
１
位
（
大
会
新
）　

五
十
嵐
月
衣

（
五
城
目
小
５
年
）

❖
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　

▼
１
位
（
大
会
新
）　

五
十
嵐
月
衣

（
五
城
目
小
５
年
）

平
成
26
年
度
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

❖
低
学
年
の
部　

課
題

　

▼
優
良
賞　

布
川　
　

好
（
五
城
目
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　

原
田　

瞳
衣
（
五
城
目
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　

阿
部
理
早
子
（
五
城
目
小
１
年
）

❖
低
学
年
の
部　

自
由

　

▼
優
良
賞　

佐
々
木
稟
琉
（
五
城
目
小
１
年
）

❖
中
学
年
の
部　

課
題

　

▼
優
良
賞　

佐
藤　

紅
花
（
五
城
目
小
４
年
）

第
77
回
秋
田
書
道
展
覧
会

❖
半
紙

　

▼
一　

等　

伊
藤　
　

輝
（
五
城
目
小
１
年
）

　
　
　
　
　
　

近
藤　

乃
愛
（
五
城
目
小
６
年
）

第
29
回
三
種
町
柔
道
大
会

❖
中
学
生
個
人
の
部

　

▼
優　

勝　

佐
々
木
貴
将
（
五
城
目
一
中
２
年
）

第
28
回
剣
道
錬
成
三
種
大
会

❖
中
学
校
女
子
の
部

　

▼
優　

勝　

 

男
鹿
南
・
天
王
・
五
一
中
混

成
チ
ー
ム

　

▼
最
優
秀
選
手　

石
井　

千
夕

（
五
城
目
一
中
２
年
）

第
34
回
岩
手
県
南
・
宮
城
県

中
学
校
選
抜
新
人
卓
球
大
会

❖
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

▼
優　

勝　

松
橋　

天
音
（
五
城
目
一
中
２
年
）

第
55
回
秋
田
県
児
童
生
徒
美
術
展

　

▼
優
良
賞　

近
藤　

美
洋
（
五
城
目
一
中
１
年
）

　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
萌
衣
（
五
城
目
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

美
希
（
五
城
目
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

石
井　

瑠
夏
（
五
城
目
一
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　

内
藤　

信
行
（
五
城
目
一
中
３
年
）

第
14
回
き
み
ま
ち
杯
柔
道
大
会

❖
男
子
団
体

　

▼
優　

勝　

五
城
目
一
中
柔
道
部

　

▼
最
優
秀
選
手
賞　

佐
々
木
貴
将

（
五
城
目
一
中
２
年
）

平
成
26
年
度
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

中
学
校
体
育
連
盟

　

▼
栄
光
賞　

石
井　

魁
星
（
五
城
目
一
中
３
年
）

い
ま
す
。
私
は
学
校
で
の
「
勉
強
」
は
あ
ま

り
楽
し
め
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
学
以
降

の
、
色
々
な
人
と
混
じ
り
な
が
ら
の
、
自
己

発
見
を
含
め
た
気
づ
き
を
得
る
機
会
は
、
と

て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、そ
の
時
、

大
事
な
の
が
、
他
者
、
仲
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
存
在
で
す
。

♦
オ
ト
ナ
の
学
び
場
始
め
ま
し
た

最
近
、
町
民
の
方
と
共
に
始
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
、
オ
ト
ナ
の
学
び
場
「
ご
じ
ょ
う

め
朝
市
大
学
」
も
、
そ
ん
な
場
所
に
な
っ
て

い
く
と
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し

の
中
の
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
学
び
、
情
報
共
有
の
場
、
楽
し
い
ア
イ
デ

ア
が
出
て
来
た
ら
小
さ
く
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
、
そ
れ
を
応
援
す
る
、
そ
の
受
け

皿
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

12
月
に
実
施
し
た
朝
市
大
学
で
は
、
地
産
地

消
等
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ば
か
り
の
五
城
目
一
中

の
栄
養
士
の
吉
原
朋
子
さ
ん
か
ら
、
家
庭
で

も
つ
く
れ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
給
食
活
動
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
城
目
町
は
、
県
内
で
は
じ
め
て
食
育
計

画
を
作
成
し
た
自
治
体
で
あ
っ
た
り
、
地
域

で
子
ど
も
を
育
て
る
「
わ
ら
し
べ
塾
」
が
あ
っ

た
り
、
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
や
中
学
校
の
質

の
高
い
空
間
な
ど
素
敵
な
教
育
環
境
が
整
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
強
み
を
さ
ら
に

磨
く
こ
と
で
、
子
ど
も
を
育
て
る
な
ら
五
城

目
町
�　

と
誰
も
が
思
え
る
よ
う
な
町
に
す

る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。	

（
今
月
の
担
当
：
石
田
万
梨
奈
）

子
育
て
な
ら
五
城
目
！

を
目
指
し
て

▲�協力隊の柳澤龍は「寒い冬でも暖かくてエネル
ギーを最小限しか使わない家を事業化した
い！」と創造的なアイデアが止まりません



楽しく過ごす

□ □ □ □ さん
（中　村）

「
毎
日
欠
か
さ
ず
に
新

聞
や
町
広
報
を
読
ん
で
い

ま
す
」
と
□
□
さ
ん
。
若

い
頃
は
「
田
畑
で
の
農
作

業
が
趣
味
」
と
い
う
働
き

者
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
「
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
」
で
、
利

用
さ
れ
て
い
る
施
設
で

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
飾
り
製
作
を
楽
し
み
ま

し
た
。
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町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の
あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（11月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 2件 ふるさと五城目会総会、更生保護功労受賞者祝賀会 15,000円

会　費 5件
町芸術文化章授与式祝賀交流会、大川小学校を語る会、
町内会長会五城目地区協議会行政との懇談会、湖東3町
商工会会員懇談会懇親会、農村いきいき大賞受賞祝賀会

16,500円

接　遇 11件 大槌町訪問時お土産（10件）、来客時お土産（1件） 16,780円

その他 9件

町芸術文化章受賞祝賀交流会、湯ノ又町内会との懇親
会、台・御蔵下町内会コミュニティ助成事業祝賀会と収穫
感謝祭、税務懇談会、ふるさと五城目会総会懇親会、農村
いきいき大賞受賞祝賀会、馬場目地区慰霊祭、大川小学
校を語る会、町花いっぱい運動花だんコンクール表彰式

60,819円

合 計 27件 109,099円
平成26年４月〜11月の合計 730,495円

　

4／�消防観閲式・出初式（朝市駐車場・広域
五城目体育館）

6／�仕事始めの式（役場）、交通指導隊初
出式（役場）

8／�市町村長行財政特別セミナー（〜9
日・千葉県）

11／�内川地区新春の集い（内川総合生きが
いセンター）

13／�八郎湖周辺清掃事務組合協議会
（男鹿市）

14／�県・県内市町村と首都圏企業との
懇談会（東京都）

15／�在京秋田県人新春交歓会（東京都）
16／�県の企画振興部長との懇談会（地域

活性化支援センター）

19／�南秋行政連絡協議会（町内）
21／�渡邉靖彦さん旭日小綬章祝賀パー

ティー（秋田市）
23／馬場目地区懇談会（町内）
30／�電算管理者会・市町村会館定例会

（秋田市）

五
城
目
町
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で

新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
秋
田
は
小
中
学
校
学
力
テ
ス
ト

に
お
い
て
、
全
国
ト
ッ
プ
の
成
績
を
あ
げ

ま
し
た
。
ま
た
国
民
文
化
祭
に
お
い
て
も

「
未
来
を
創
造
す
る
大
い
な
る
秋
田
」
を

全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
頑
張
る
秋
田
」
を
ふ
る
さ
と
に
持
つ
こ

と
を
、
私
た
ち
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
大
い
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
、

応
援
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
昨
年
の
総
会
以

降
、
26
年
目
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

会
員
間
の
親
睦
を
第
一
に
、
五
城
目
町
の

発
展
と
千
代
田
区
と
の
姉
妹
都
市
交
流
を

中
心
に
協
力
し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続
き
御
指
導
、

御
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
五
城
目
町
の
皆
様
お

よ
び
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
の
皆
様
に
と
っ

て
、
健
康
で
幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

昨
年
中
は
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
様
に
な

り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

近
畿
五
城
目
会
は
、
現
相
談
役
の
飯
田

さ
ん
が
近
畿
在
住
の
皆
さ
ん
に
声
を
掛

け
、
平
成
８
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
町
長

さ
ん
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
協
力
、
お
力
添
え
に
よ
り
20
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
に
は
、
東
日
本
大
震
災

の
た
め
予
定
し
て
い
た
総
会
を
中
止
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
に

義
援
金
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

ご
賛
同
を
得
、45
万
円
（
一
部
会
か
ら
拠
出
）

が
集
ま
り
ま
し
た
。
早
速
、
前
会
長
の
伊

藤
さ
ん
が
猿
田
商
工
振
興
課
長
と
大
き
な

被
害
の
あ
っ
た
岩
手
県
大
槌
町
を
訪
問
し

直
接
義
援
金
を
届
け
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
20
周
年
を
迎
え
る
年
に
当
た
り

５
月
９
日
㈯
に
総
会
・
懇
親
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
会
長
　
　
伊
　
藤
　
春
　
男

新
年
の
ご
挨
拶

　
近
畿
五
城
目
会
会
長
　
　
川
　
村
　
勝
　
彦

　
【
　
短 

　
歌
　
】

子
の
命
出え

ぼ

ら

血
熱
ゆ
守
る
と
ユ
ニ
セ
フ
よ
り

緊
急
募
金
の
要
請
書
来
ぬ

	

上
　
町
　
　

山
平
　
富
子

手
入
れ
し
た
花
手
を
抜
き
し
花
と
秋
に
な
り

通
信
簿
の
ご
と
評
価
表
わ
る

	

神
明
前
　
　

細
田
ゆ
う
子

外
出
の
我
を
待
つ
ご
と
玄
関
に

大
手
を
広
げ
て
花
八
手
咲
く

	

湯
ノ
又
　
　

澤
田
石
和
子

月
に
一
度
五
小
同
期
の
集
ま
り
は

米
寿
と
な
り
て
三
人
と
な
る

	

下
タ
町
　
　

伊
藤
　
義
成

　
【
　
俳 

　
句
　
】

冬
麗
や
野
う
さ
ぎ
よ
ぎ
る
散
歩
道

	

高
　
田
　
　

小
玉
　
　
悦

真
面
目
顔
少
し
ほ
ぐ
し
て
初
写
真

	

昭
辰
町
　
　

本
間
　
富
子

花
筒
の
底
に
乾
き
し
蛞
蝓

	

下
タ
町
　
　

大
島
つ
む
ぎ

小
春
日
に
え
た
行
た
と
婆
乳
母
車

	

畑
　
町
　
　

本
間
　
惠
子

　
【
　
川
　 

柳
　
】

ケ
ー
キ
入
刀
幾
多
の
ド
ラ
マ
詰
め
こ
ま
れ

	

広
ヶ
野
　
　

佐
々
木
敏
子

正
直
に
生
き
て
き
た
爪
丸
く
研
ぐ

	

八
郎
潟
町
　
　

松
田
ウ
タ
子

言
わ
ず
と
も
わ
か
っ
て
く
れ
る
妻
が
い
る

	
長
　
町
　
　

斎
藤
す
す
む

母
の
字
を
書
け
ば
笑
顔
が
見
え
て
く
る

	

新
畑
町
　
　

渡
辺
　
松
風

歌が大好き

□ □  □ さん
（森山荘）

歌
が
好
き
で
「
よ
く

歌
っ
て
い
ま
す
」
と
□
さ

ん
。
若
い
頃
に
旅
行
に

行
っ
た
こ
と
が
よ
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。ご

家
族
み
ん
な
で
90
歳

の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
、

ひ
孫
さ
ん
た
ち
か
ら
の
花

束
贈
呈
に
笑
顔
で
応
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

日々、おおらかに

□ □ □ □ さん
（下高崎）

長
寿
の
秘
訣
は
「
お
お

ら
か
に
過
ご
す
こ
と
」
と

□
□
さ
ん
。
カ
ラ
オ
ケ
で

歌
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る

ほ
か
、
テ
ー
ブ
ル
バ
レ
ー

に
参
加
す
る
の
が
楽
し
い

と
の
こ
と
で
す
。

「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
楽

し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

♦90歳を迎えられた方（12月20日現在）	11月22日　□□　　□さん（森　山　荘）

　12月 1日　□□□□□さん（広　青　苑）	 12月 1日　□□　　□さん（東磯ノ目）
　12月11日　□□　□□さん（下　高　崎）	 12月15日　□□　□□さん（西　　野）
　12月18日　□□　□□さん（中　　村）	 12月20日　□□　□□さん（高　　崎）

▶放送日時
　平成27年１月２日㈮
　昼12時５分〜13時50分
▶出　　演
　�だまこマン、だまこちゃんほか県内22
のゆるキャラのみなさん　ほか

　１月２日㈮昼12時５分から、秋田
テレビ開局45周年記念お正月特別番
組「2015AKTゆるキャラ大運動会」
が放送されます。同番組には、だま
こマンとだまこちゃんと県内のゆる
キャラが出演し、かけっこや二人三
脚など7種目を競い合いました。

休日中は皆さまの急用に備えて、
右記のとおり対応しますので、
ご協力をお願いします。

死 亡 届 は 町消防署で受領し、火葬許可証を発行します。

火葬の予約は �町消防署（☎852・2028）へ連絡してください。
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町
で
は
、灯
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
生
活
へ
の
負
担
を
や

わ
ら
げ
る
た
め
、高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
町
が
指
定
し
た
灯
油

販
売
店
で
使
用
で
き
る「
福
祉
灯
油
引
換
券
」を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
　

給
　

額
　
１
世
帯　

５
千
円
（
５
千
円
の
灯
油
引
換
券
を
１
枚
）

▼
対
象
と
な
る
世
帯

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
申
請

時
点
で
町
内
に
住
ん
で
い
る
方
の
う
ち
、
世
帯
全
員
が
平
成

26
年
度
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
世
帯

❶
高
齢
者
世
帯

　

�

満
70
歳
以
上
の
方（
平
成
27
年
３
月
31
日
時
点
）の
み
の
世
帯

❷
ひ
と
り
親
世
帯

　

�

満
18
歳
未
満
の
児
童
・
生
徒
（
平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
）
と
、

そ
の
父
ま
た
は
母
の
い
ず
れ
か
の
み
の
世
帯

❸
障
害
者
（
児
）
扶
養
世
帯

　

�

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

❹
生
活
保
護
世
帯

▼
申
請
方
法
　�

世
帯
主
が
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

役
場
１
階
の
健
康
福
祉
課
２
番
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
印
鑑
が
必
要
で
す
）

申
請
書
は
、
今
回
、
広
報
と
一
緒
に
全
戸
配
布
さ
れ
た
チ

ラ
シ
（
兼
申
請
書
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
役
場
健
康
福
祉

課
に
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

※�

世
帯
主
が
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、代
理
人
が
申
請
で
き

ま
す
。（
代
理
人
も
印
鑑
が
必
要
で
す
）

▼
申
請
受
付
期
間
　
１
月
14
日
㈬
〜
３
月
10
日
㈫

　ゲートキーパーとは、身近な人の悩みに気付いて声を
かけて、話を聞いて、一緒に必要な支援を探す（つなげ
る）人のことです。
　最初からボランティアとして活動することを考えなく
ても、自分のためにも興味のある方は講座に参加してみ
ませんか？みなさんの参加をお待ちしています。

▼期　　日　　１回目　１月18日㈰
　　　　　　　２回目　２月 8日㈰
　　　　　　　３回目　３月 1日㈰

▼時　　間　午後１時30分〜３時

▼会　　場　五城館

▼内　　容（予定）
　❶身近な人を支えるということ
　❷人の話を聞く力、自分のこころの保ち方
　❸�心の健康と病気を理解しよう〜うつと不眠を中心に〜

▼講　　師　�秋田大学医学部保健学科准教授　佐々木久
長さんほか

▼対　　象　男女問わず誰でも参加できます。

▼費　　用　無料

▼定　　員　20人程度

▼申込期限　１月14日㈬

同
一
月
内
の
医
療
費
の
負
担
が
高
額
と
な
り
、
定
め

ら
れ
た
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
限
度
額
を

超
え
た
分
は
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、
70
歳
未
満
の
方
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
所
得
区
分
が
細
分
化
さ
れ

て
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

♦平成26年12月まで
区　分 限度額（３回目まで） 限度額（４回目以降）

上位所得者 150,000円＋（総医療費－500,000円）×1％ 83,400円
一　　　般 80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％ 44,400円
住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

♦平成27年１月分から
区　　分 限度額（３回目まで） 限度額（４回目以降）

旧ただし書所得901万円超 252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％ 140,100円
旧ただし書所得600万円超901万円以下 167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％ 93,000円
旧ただし書所得210万円超600万円以下 80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％ 44,400円
旧ただし書所得210万円以下 57,600円 44,400円
住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

♦70歳以上の方の高額療養費の自己負担限度額は、変更ありません。

人権・困りごと相談

▶人権・困りごとなんでも相談室
　人権などの困りごとについて、人権
擁護委員にお気軽にご相談ください。
・日　時　１月15日㈭
　　　　　午後３時〜午後５時
・会　場　朝市ふれあい館

農林業センサスを実施します

　以下の方を対象に１月〜２月に実施
します。調査へのご協力をお願いします。
▶調査対象
　❶�平成22年２月以降に農林業を開始
した世帯・組織

　❷�５アール以上の耕地・耕作放棄地
を所有または１ヘクタール以上の
山林を保有する世帯・組織

　❸農業・林業を請け負う世帯・組織

「Goっくんカード」ポイントの
移行は今月で終了します！

　新Goっくんカードが平成26年10月
１日にスタートしましたが、旧カード
からのポイント移行は１月31日㈯で終
了します。旧カードから新カードへの
ポイント移行がお済みでない方は、早
目の移行をお願いします。
　２月１日㈰からは新カードのみの対
応となりますのでご注意ください。

放送大学４月生
募集のお知らせ

　放送大学では、平成27年度第１期
（４月入学）の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送やイン
ターネットを利用して授業を行う通信
制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自
然科学など、幅広い分野を学べます。
※出願期限は３月20日㈮まで
※�資料を無料で差し上げています。詳
細は上記問い合わせ先、または放送
大学ＨＰまで

つながる力　地域で子育て

　男鹿南秋各地域の子育てに関する実
態と課題を出し合い、行政、民間、企
業などが地域を超えて情報交換し連携
することで、地域のより良い子育て環
境整備を探ります。
▶内　　容　�講演（ハバタク㈱代表取締

役　丑田俊輔さん）、グ
ループワーク（（一社）
ドゥーラ協会代表理事　
五城目地域おこし協力隊　
丑田香澄さん）

▶期　　日　１月30日㈮
　　　　　　午前10時〜正午
▶会　　場　�秋田地域振興局福祉環境

部（潟上市昭和）
▶主　　催　�子ども・子育て支援推進

秋田周辺地区協議会
▶申込締切　１月20日㈫
※託児有り

剣道やろうよ！集まれ少年剣士！

　剣道体験教室の参加者を募集してい
ます。▲

期　日　１月17日㈯▲

時　間　午前９時〜午前10時▲

場　所　潟上市天王総合体育館▲

内　容　�ボール打ち・風船割り・基
本打ちなど▲

対　象　�幼児（４〜６才）、小学生（１〜
６年生）とその保護者

※�参加料は無料です。事前の申し込み
は必要ありません。運動のできる服
装でお越しください

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▶香典返しに代えて
・11月 7日　7万円　□□□□さん
　畑　町（亡き父　□□□さん）
・11月 7日　5万円　□□□□さん
　上山内（亡き母　□□さん）
・11月26日　3万円　□□□□さん
　町　村（亡き祖父　□□□さん）
・11月26日　2万円　□□□□さん
　町　村（亡き父　□□さん）
・12月 4日　5万円　□□□□さん
　久　保（亡き夫　□□□さん）

お子さんを遊ばせながら、子育てや
お子さんの健康などについて一緒にお
話ししてみませんか。楽しい遊びを用
意してお待ちしています。
▶��対　象
　�町内の保育園等入園前のお子さんと
保護者（乳児も大歓迎です）
▶時　間　午前９時30分〜

午前11時30分
▶��場　所　�もりやまこども園
▶１月13日㈫�
　「�お正月遊びできるかな？・育児相談」
▶１月30日㈮�
　「体を動かして遊ぼう・育児相談」

■　健　　診　■

８日㈭　２歳児歯科健康診査
対象　平成24年４月、５月、６月

生まれ
受付　12時40分〜13時10分
場所　役場１階保健室

29日㈭　乳児健康診査
（４・７・10か月）

対象　平成26年９月、６月、３月
生まれ

受付　12時45分〜13時15分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
13日㈫・27日㈫
母子手帳交付・妊婦相談
時間　９時〜15時
場所　健康福祉課
※�指定日以外で交付を希望する
方は事前にご連絡ください。

21日㈬　離乳食づくり教室
対象　対象者には通知済みです
時間　10時〜正午
場所　ケアセンター五城目２階



公営住宅の入居者を募集

▲

申し込み資格
・月額所得15万８千円以下の方
・�同居家族がいて住宅に困きゅうされ
ている方
・�申込者および同居親族が暴力団員で
ないこと▲

住　　宅　�新広ケ野住宅46号▲

構　　造　�木造平屋建、築17年、風呂
あり▲

場　　所　�高崎字広ケ野148番地▲

家賃月額　16,400円〜24,500円
（所得によって異なります）▲

敷　　金　家賃月額の３か月分▲

入居予定日　２月10日㈫以降▲

必要書類　�❶申込書❷入居しようと
する方全員の住民票❸所
得がある方全員の最新の
所得証明書▲

保証人の書�類　❶連帯保証人の承諾
書❷所得証明書

※�募集期間は１月６日㈫から�1月19日
㈪まで。申込書は建設課に準備して
います
※�内部見学を希望される方はご連絡く
ださい

Ａターン就職面接会を
開催します

　県外に在住し、秋田県内での就職を
希望する方を対象とした面接会です。
　当日は県内企業の採用担当者との個
別面談、関係職員による就職相談等を
を行います。
▶日　時　１月17日㈯
　　　　　午後１時〜午後４時

（受付正午〜）
▶会　場　東京都ベルサール八重洲

献血のお願い

　献血車が下記の日程で献血を実施し
ます。ぜひ献血にご協力ください。
▶期　　日　１月11日㈰・12日㈪
▶受付時間・場所
　午前９時30分〜午後４時
……イオンスーパーセンター五城目店
※�献血にご協力いただいた方には、粗
品を進呈しています

町企業異業種交流会を
開催します

　町で働く若者同士で交流してみませ
んか。▲

期　日　１月23日㈮▲

会　場　五城館▲

日程と内容
・講演会　�午後３時30分〜午後５時
　　　　　�講師　ビジュアル・アカデ

ミー主宰　伊藤玲子さん　
テーマ「新入社員のための
コーチングスキルについて」

・交流会　�午後５時30分〜　参加費
3,000円（当日徴収）

※申し込みは上記問い合わせ先まで

ケーブルテレビの
デジアナ変換サービスは
３月17日で終了します

　ケーブルテレビのデジアナ変換サー
ビスは３月17日㈫で終了するため、ア
ナログテレビで視聴されている方は対
応が必要な場合があります。
　ご不明な点等は上記までお問い合わ
せください。

障害者就職面接会
（きらめき就職面接会）

　ハローワーク秋田では、障害をお持
ちの方が1人でも多く就業を通じて社
会参加できるよう、障害をお持ちの方
と事業所の採用担当者が一堂に会して
の合同面談方式による就職面接会を開
催します。
▶開催日時　２月６日㈮　午後２時〜

(受付13時15分〜)
▶開催場所　ホテルメトロポリタン秋田

県内の最低賃金は
時間額679円

　平成26年10月５日から、秋田県の
最低賃金は「時間額679円」に改正さ
れています。また、特定最低賃金につ
いても改正されました。
・非鉄金属製錬・精製業
� ……時間額804円
・電子部品等製造業� ……時間額738円
・自動車・同付属品製造業
� ……時間額776円
・�自動車（新車）、自動車部品・附属品小
売業� ……時間額765円
※�詳細は上記問い合わせ先、または最
寄の労働基準監督署まで

五城目小学校支援ボランティア
を募集しています

▶募集する応援活動の内容
　�五城目小駐車場の下校時安全指導（週
１回程度のバス、自家用車及び児童の
安全誘導）
※申し込みは上記問い合わせ先まで

農地の貸付希望者と
借受希望者を受付けています

　農地中間管理機構（県農業公社）で
は、経営規模を縮小又はリタイヤする
出し手農家から農地を借り入れ、公募
により規模を拡大する受け手農家に、
農地を貸し付ける事業を行っています。
農地の貸付希望者（出し手）
　役場農林振興課に備付けの「貸付希
望農用地等の登録申請書」を提出して
ください。随時受付します。
農地の借受希望者（受け手）
　今年度３回目の募集を行っています。
▶募集期間　１月26日㈪まで
　※今年度最後の募集です
▶提出先
　�❶役場農林振興課へ持参、または郵
送、❷秋田県農業公社へメールで
（メールアドレス：chukankanri
＠aki-agri.or.jp）
※�応募用紙は役場農林振興課に備え付
けています。農業公社のホームペー
ジからもダウンロードできます
※申し込みは上記問い合わせ先まで

農業者等との意見交換会

　町農業委員会では、下記のテーマで
農業者等との意見交換会を開催しま
す。ぜひご参加ください。
▶期　日　１月21日㈬
▶時　間　午後２時〜午後４時
▶会　場　役場２階「正庁」
▶テーマ　�「農地中間管理機構」の制

度について
※�お申し込み・お問い合わせは上記問
い合わせ先まで

エンジョイ！スキー

　みんなで集まりスキーを楽しみま
しょう。初心者も、久しぶりにスキー
をする方も大歓迎です。希望者向けの
講習会も行います。（先着10人）▲

会　期　２月１日㈰▲

会　場　協和スキー場（大仙市）▲

対　象　�小学生以上の初心者から
バッジテスト１級を目指す
方まで▲

参加料　�無料（講習含む、リフト券・昼
食は各自）▲

日　程　�受付　９：30〜
　　　　　（スキーハウス内）
　　　　　講習　10：00〜15：00
　　　　　（�昼食を挟み午前・午後２時

間、どちらかのみも可）

▲

申し込み　�１月28日㈬まで事務局へ
お申し込みください。

環境と文化のむらイベント
自然観察会と体験教室

▶開催日時とイベント
　・１月18日㈰
　　�「新年もちつき大会」おいしい餅
で今年一年も元気に過ごそう！

　・１月25日㈰
　　�「カンジキで冬の森を歩こう」伝
統のカンジキに挑戦！

▶時　間　午前10時〜正午
▶会場　環境と文化のむら（野鳥の森）
※�参加は無料。お申し込みは上記問い
合わせ先まで
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「ぼくたちの　暮らしのそばに　110番」
１月10日㈯は「110番の日」

町交通安全協会では、12月５日に飲食店巡回訪問㊧。町交通安全指導隊、五城目警察署
の協力で12月14日に年末の交通安全キャンペーン㊨が行われました

緊急時以外の相談・連絡などには、
警察相談専用電話（☎864・9110または♯9110）をご利用ください。



※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

平成26年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　一関　賢人さん）

ポイ捨ては　自然を汚す　第一歩　だからやめよう　子孫に残す大自然

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

月
・
木

火
・
金

水
・
土

4日・18日（水）　（全町）

12日・15日・19日
12日・16日・19日
23日・26日

13日・16日・10日
13日・17日・20日
24日・27日

14日・17日・14日
18日・21日・25日
28日

14日（土）

28日（土）

9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）
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◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
２
月
11
日
㈬
建
国
記
念
の
日
は
、可
燃
ご
み
の

収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で
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訂
正
と
お
わ
び

　
広
報
ご
じ
ょ
う
め
12
月
号
の
22
㌻
、
環
境
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
で
紹
介
し
た
学
年
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

　
「
伊
藤
明
日
美
さ
ん
（
五
城
目
小
６
年
）
」

で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
暖
房
機
器
を
使
用

す
る
冬
期
間
に
は
灯

油
等
燃
料
が
漏
れ
る

事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
は
特

に
注
意
し
て
油
の
漏

出
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

●！ 

配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い
か
点
検
す
る
。

●！ 

注
油
や
移
し
替
え
の
際
に
は
そ
の
場
を
離
れ
な

い
。

●！ 

屋
根
か
ら
の
落
雪
、
除
排
雪
作
業
に
よ
る
タ
ン

ク
や
配
管
の
破
損
等
に
十
分
注
意
す
る
。

●！ 

も
し
も
油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
油

の
拡
散
防
止
措
置
を
と
り
、
速
や
か
に
消
防

署
、
警
察
、
役
場
等
に
通
報
す
る
。

○ 役場閉庁（1月5
日まで）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 町内小中学校2
学期後半授業再
開

○ 農業者等との意
見交換会（役場・

14：00～）

○ 元日
○ 消防年始特別警
戒（3日まで）

○ 成人の日

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ 人権・困りごとな
んでも相談室
（朝市ふれあい
館・15：00～）

●だ CM14：00
（秋田朝日放送）

○ 秋田県ゆるキャ
ラ大運動会（秋
田テレビ・

12：05～）

○ 町企業異業種交
流会（五城館・

15：30～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）
○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）

●だ C M 9：5 5
（秋田朝日放送）

○ 新「認定こども
園」保護者説明会
（もりやまこども
園・9：00～）
○ 五城目町・千代
田区児童双方向
交流事業（五城
目町・12日まで）

○ 役場仕事納めの
式
○ 消防年末年始特
別警戒（3日ま
で）

○ 役場仕事始めの
式

○ わんパーク（もり
やまこども園・
9：30～）
○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 青壮年スポーツ
教室・体力テスト
（広域五城目体
育館・19：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 消防出初式（朝
市駐車場～広域
五城目体育館・

9：00～）

○ 弁護士による無
料困りごと相談会
（五城館・

13：00～）

○ 食育の日　



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.226

※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成26年11月末現在）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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□　□　□□□ちゃん� 11月27日� □□・□□□� 大川１区

「�いつも笑顔の優しい子に育ってね♥」
　　　　　　お父さんとお母さんから

はじめまして

□□　□□□　です
よろしくネ！

広
報

	 	 	 前月比	 昨年比
人　口	 10,227	 （－19）	（－206）
（男）	 4,745	 （－07）	（－103）
（女）	 5,482	 （－12）	（－103）
世　帯	 4,200	 （＋03）	（＋034）

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
の
も
ち

つ
き
会
に
お
邪
魔
し
て
き
ま
し

た
。背
丈
ほ
ど
も
あ
る
重
た
い
杵

を
一
生
懸
命
に
持
ち
上
げ
てつ
い

た
お
も
ち
は
、き
っ
と
お
い
し
か
っ

た
で
し
ょ
う
ね
。♥
ニッ
キ
先
生
も

「
新
年
の
抱
負
」に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、わ
た
し
も
新
調

し
た
手
帳
に
目
標
を
書
き
ま
し

た
。い
く
つ
叶
え
ら
れ
る
か
楽
し

み
で
す
。今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
笹
川
久
美
）

笹
川
さ
ん
、ス
ゴ
イ
。今
月
は

約
半
月
留
守
に
し
て
し
ま
い
、広

報
紙
の
編
集
は
笹
川
さ
ん
に
お

ん
ぶ
に
抱
っ
こ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。無
事
に
皆
さ
ん
の
手
に
届
い

て
一
安
心
。♠
さ
あ
新
年
で
す
。

心
機
一
転
、パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て

広
報
紙
を
お
届
け
し
た
い
と
思

い
ま
す
。今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
柏
　

和
順
）

平
成
2
7
年
1
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）N
o.9
6
6
　編
集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792
　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
0
1
8（
8
5
2
）5
3
4
2
　6
0
1
8（
8
5
2
）3
1
5
1
　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

□　□　□　□さん	 83歳	 10月20日	下　樋　口
□　□　□　□さん	 91歳	 11月 1日	上　山　内
□　□　□　□さん	 80歳	 11月 3日	雀　　舘
□　□　　　□さん	 73歳	 11月 7日	浅見内４区
□　□　□　□さん	 95歳	 11月11日	台御蔵下
□　□　□　□さん	 90歳	 11月14日	門　　前
□　□　□□□さん	 92歳	 11月15日	湯ノ又４区
□　□　□□□さん	 86歳	 11月17日	広　青　苑
□　□　□□□さん	 91歳	 11月20日	雀　　舘
□　□　□　□さん	 64歳	 11月21日	畑　　町
□　□　□　□さん	 90歳	 11月23日	樋　　口
□　□　□　□さん	 72歳	 11月28日	浅見内４区
□　□　□□□さん	 64歳	 11月30日	台御蔵下
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